
対 象 国 ： パキスタン
受入人数： 10名
受入期間： 2017年5月7日～2017年5月24日

安全・安心な農産物を生産し、地元で加工することで付加価値をつけ、そして十勝の
ブランド力を活かしながら、販路を拡大してきた十勝の取り組みを学びました。研修
員は、自国の潜在能力を引き出し、安全な作物の栽培や加工品の開発等に取り組
みたいと決意を新たにしました。

世界で6番目に人口の多いパキスタンでは、多くの国民

が農村部で農業に従事して生活していますが、都市部と
農村部の貧富の格差は大きく、農村では保健・教育等の
行政サービスも不十分であり、農村部の活性化が求めら
れています。

本研修では、農業大国・十勝の経験を、パキスタンの農
村振興の参考にすることを目的とし、主に十勝の農業者
や農業試験場・農業協同組合などを視察しました。



十勝農業試験場で小麦の栽培試験を視察



帯広市川西農業協同組合の野菜集出荷施設を視察



問題を整理するワークショップ



六次産業化に取り組む岡本農園で、灌漑設備を視察


